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私は今回の演題に関連して
開示すべき利益相反はありません

第55回日本薬剤師会学術大会
利益相反の開示

演者名:ネオプラスファーマ株式会社
虹薬局南千里店
富永 由美



目的
• 薬機法の改正に伴い、2021年8月より
「地域連携薬局」「専門医療機関連携薬局」の認定制度が開始

• 「地域連携薬局」の認定要件のひとつに、無菌製剤処理を実施できる体制

• 個々の薬局がそれぞれに無菌調剤室を設けることは、費用面など極めて困難

虹薬局の無菌調剤室を地域薬局と共同利用することで、課題を解決できるのではないか
共同利用において、貸す側の薬局は無菌調剤に関しての研修の実施が必要となる

• コロナ禍であることから、集合研修を避けWeb研修ができる動画を作成
Web研修の評価、無菌室共同利用に向けての課題、必要とされる支援など
についてアンケート調査



動画によるWeb研修後、受講者を対象にアンケート調査
（紙とWeb併用）

【調査期間】 2021年8月～2022年4月

【調査対象】
虹薬局と共同利用の契約を行った薬局薬剤師
日本コミュニティーファーマシー協会（JACP）から
研修を受講した薬剤師

方法



• 無菌調剤を行うための設備、機器、必要な物品の紹介
• 作業準備
• 無菌調剤の手技
• 調製後の注意点など

動画の内容 無菌調剤室共同利用研修虹薬局 210810 - YouTube



〇受講者の属性
〇無菌調剤室を自薬局で持てない理由
〇無菌調剤室の共同利用でネックになること
〇必要な支援について
〇無菌調剤室の設置について、支援して欲しい要件
〇地域連携薬局の制度についての意見など

〇無菌室研修動画の評価について
①全体の内容について
②処方監査、作業準備について
③無菌調剤について
④調剤後監査、無菌室の清掃などについて

それぞれの理由について

アンケート調査項目



•延べ42企業、173名の薬局薬剤師がWeb研修を受講

虹薬局と共同利用の契約を行った15薬局 50名
日本コミュニティーファーマシー協会より 123名

•受講後のアンケートの回収率 82.6％

アンケート結果
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申請済み12%

申請する予定である59%

申請する予定はない29%

地域連携薬局について
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〇動画を見ることでイメージしやすくわかりやすかった

〇実際に調製する前に、もう一度復習したい

〇手順が難しいので何度も繰り返して見たい

〇解かり易かったが、実際に経験がなく、いざというときに不安がある

〇動画だけでなく、実技研修も開催してほしい

〇実際の無菌室を見学したい

〇初心者やブランクのある薬剤師向けの研修を企画してほしい

研修後の意見・感想
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〇地域で支えることが重要で、すべての薬局が無菌室の設備を持つ必要はない。
地区薬剤師会の支援に期待したい

〇系列店舗に無菌室があり、今後共同利用を考えている

〇共同利用については、受け入れ側（貸す側）の負担も大きく課題も多いと思う

〇共同利用の契約書、マニュアル、研修などは、多岐にわたり複雑である

〇無菌室共同利用に係る研修について苦慮していました。
今回の動画は有益である

無菌室共同利用についての意見



•無菌室共同利用については、貸す側の負担も大きく、
研修に関しては、動画の活用は有効であると評価

•Web研修として一定の評価を得ることができたが、
単回の研修では理解の定着に不安があり、繰り返し研修が必要
→動画なら可能

•動画だけでなく、実際の実技研修との併用が必要

考察①



今後ますます在宅での看取りが推進され
薬局薬剤師も無菌調剤を通常の作業

として対応できることが求められる

無菌室共同利用を通して、地域の薬局と連携し
退院後も入院中と同じように切れ目なく
安心して暮らせるような地域作りに貢献したい

考察②



ご清聴ありがとうございました


